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サ
イゴ
γ臨
港
以
来、
は
空
芳
放
の、
そし
てベ
ト
ナ
ム
蛾争
争
体

そ
し
て、
四
九
年
十
月
に
中
撃
二
カ
月
半も
国
を
貿寸
に
せ
さ
お
を

月
が
過
ぎにJ
解
放
後の
変箪
が
徐
の
中
核が
民
族
解
放戦
線で
はな

人民
共和
国
を
樹
立
し、
中
国
本土
得
な
かっ
た
ので
あ
る。

徐
に

進んで
い
る様
子が
伝
え
ら
れ
く、
ベ
ト
ナ
ム
労
働
党
に
こ
そ
あっ
の
解
放ぞ
遂げ
て
か
ら二
カ
月
余
り

こ
の
点で
も、
今
日
の北
京
とハ

るな
かで、
民
衆
の一
活苦
が
解
放
た
こ
とが
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
なっ
緩
過し
た
と
き、
毛
沢
東は、
ス
タ
ノ
イ
の
関
係は、
当
時
のモ
ス
ク
ワ

前
よ
nも深
ま
り、
民
衆
の
な
か
か
て
き
た。
つ
ま
り、
多く
の日本
人
1
p
y
と
の
会
見
の
ため
にモ
ス
ク
と
北
京の
関
係
に
似
て
い
る。
こ
の

な
も
や
失
望
感も
出てい
る
と
の
解
釈
と
は
異なっ
て
雪
に
とっ

Z
索た。
ス
タ
1
5
にとっ
ご
と
を
思わ
せ
あ
兆
候は、
すで
に

’

の
報道
も
あっ
て、

て
は、
民
族
解
放で
あ
るよ
り
は
革
て
中
国革
命
の勝
利
は
、
タテ
マエ
殺多
い
が、
ベ
トナ
ム
労働
党は、

→HY
前
途
の
多
難
を
思
わ

，

「
農
村か
ら
都
市
を
包囲
す
る」
毛

ム一
湖
町
民
日
目
…
…
一
北

涼
め

濠

謬
…一

諸
説
位

認
治

活胆
こ、
帰
国し
て一行っ

つ
な
がっ
た
と
明
ら
さ
ま
に
諮っ
て

←

寸
た
かつ
て
の
留
主

将
殿

能
船

も
い
る。

は
ど
う
なっ
た
だ
る

北
京が
録
近、
マ
レー
シ
ア
や
タ

う
か
と
か、
私の
暮
字
イゴ
ン

命で
あっ
た
こ
と
が
明
白
に
なっ
た
とし
て
は
当
然
大
歓
迎
す
ベ
湾も
の

イ、
イ
ンド
ホ
シ
ア
など
＠毛
沢
民

回
問
の
と
き
に
膨
ズ
な
量
の
研
究
資
ので
あ
る。

。

で
あっ
たが、
ホ
ン一不
とし
て
は、’
主
義
者ヘ
の
声
援
を
再開
し
た
の

料を
学
術
交
慌
のた
め
に
と
いっ
て

と
の
阜で、
七三
銭
のパ
D
向
定
大
変やっ
か
いた
問
臨時をつ
をつ
け
は、
ベ
ト
ナ
ム
の
勝
利
が
も
た
らし

無
料でコ
ピー
し
て
く
れ
た
開
立
図
以
後
のベ
ト
ナ
ム
戦
争
は、
四
六
ら
れ
た
と
苦k
し
く
感じ
て
いた
の
た北
京の
憂
惨と
関
連し
て
い
る
の

簿

館長は
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
年
以
降
の
中
国
の
国
共
内
戦
と
鹿
で
あり
二七
ス
ク
ワで
の
中y
友
好
か
も
し
れ
な
い。

か、
と
いっ
た
掛嬢
に
襲わ
れ
る。

史的
な
同質
伎
をもっ
と
い
ヌよ

同盟
条
約
交
渉は
は
や
く
も
難
航を

（
東京
外
穴
助
教
授）

号つ
し
たな
かで、
サ
イゴ
ン
解
う。

つ
づ
り、
毛
沢
東
は、

建国
早k、
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